




た。種子は約 1 ヶ月冷蔵保存した後，播種を行った。播

種を行う陸上水槽には，トレー（60cm×40cm×15cm，図

6 左）を 50 個を設置し（図 6 右），天然海砂と英虞湾海

底の泥を混合したものを入れ，ヤシ繊維マットを敷設し 

た後，コアマモ種子を各トレーに 30 粒ずつ播種した。

播種は平成 23 年 1 月に実施した。陸上水槽はサイフォン

を用いて，1 日に 2 回干満を繰り返すように調整し，水

深をコアマモの適正生育水深に調整し，種苗の増殖を行

った。その結果，平成 23 年 3 月には種子の発芽が確認で

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の予定 

今後は，モデル海域において海水導入を継続し，干潟再

生を実施する。並行して，定期的に調査を行うことにより，海

水導入による干潟再生効果を評価していく。また，アサリ放

流やコアマモ場造成，環境学習会，指導者育成講座等の

再生活動は，地元住民や地元の協力機関と連携しながら

協働実施する。 図 6．コアマモ種苗増殖の状況 

移植用マットを施設した増殖用トレイ（左）， 
 

播種完了後のコアマモ増殖用水槽（右） 
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